
 

 

 

  
 

両荘みらいプロジェクト カウントダウンカレンダー 
 令和５年１１月２２日の平荘小学校１３１回目の創立記念日から閉校の日（令和 
６年３月３１日）までをカウントダウンする企画を児童会が提案し、ただ今実施中 
です。職員室前の廊下に掲示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令 和 ６ 年 １ 月 ９ 日  

令 和 ５ 年 度 学 校 だ よ り N O .３７②  

加 古 川 市 立 平 荘 小 学 校 

 

 

 

なんと！創立記念日から閉校まで
の日数が、令和５年度の児童数とピ
ッタリの数字でした。すごい偶然で
す。子どもたち一人一人が、平荘小
学校の思い出を一言コメントで伝え
てくれています。 

 １月９日（火）は、閉校まで、休み
の日も含み７４日です。 

 児童会のみなさ
ん、素晴らしい企
画を、ありがと
う。 
 平荘っ子のみな
さん、平荘小学校
の思い出を伝えて
くれてうれしいで
す。 

『命の一本桜プロジ
ェクト』は、阪神淡
路大震災の被災者で
ある神戸在住の中嶋
先生（アトリエ太陽
の子）に当時の様子
を伝えていただきな
がら、『命』につい
て考える企画をしま
した。 
『生きていることの
すばらしさ』『命の
尊さ』『子どもを大
切に思う親の愛情』
等について、子ども
たちはお話を聞きま
した。 
 そして、生きてい
ることを感じながら
平荘っ子のみんなで
『一本桜』の共同制
作を行いました。 

 

 

↓Ｒ４．９．３０『命の一本桜プロジェクト』より 

  

『命の一本桜プロ
ジェクト』を通し
て、「地震の恐ろし
さを知り、災害に
備えること」を、
子どもたちの記憶
に残すことができ
れば、大変うれし
いです。 
 自分の命や周り
の人の命を守るた
めに。 



新春の平荘小学校（ＮＯ．２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平荘っ子のみなさん 

目標をもって過ごしましょう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

６－１の窓から見た平荘町 

 

 学級園に、教職員で、お花（ビオラ・葉ボタン）を植えました。お花でメッセージを伝えています。 
 どんなメッセージかわかりますか？ 「ア」「リ」「ガ」「ト」「ウ」です。また、葉ボタンで♡を作っていま
す（用務員さんの案です）。平荘小学校は、創立以来１３１年もの長い間、多くの子どもたちを育ててきまし
た。その学びの場の平荘小学校に感謝をしています。 
同時に、平荘小学校は地域のシンボルとして、長い間地域の皆様に愛していただき、そして、支えていただ

いきました。地域の皆様への感謝の気持ちをお花で示しています。いつも温かく見守っていただき、本当にあ
りがとうございます。春には、かわいいお花が咲き誇ってくれることでしょう。 

夢なき者に理想なし、 
理想なき者に計画なし、 
計画なき者に実行なし、 
実行なき者に成功なし。 
故に、夢なき者に成功なし。 
≪吉田松陰≫ 
 

箱根駅伝で有名な青山学院大学の原晋監督は、目標設定に

ついて次のように話されています。 

「道筋をつけることができればどんな目標にも近づける。抽

象的、実現不可能な目標設定であってはいけない。」と。 

また、目標は『半歩先』に置き、それを目指して練習す

る。 

途方もない目標は、ただの妄想。『半歩先の目標』は、達

成可能な目標に挑戦させるため、そしてモチベーションを上

げるためでもある。目標設定には、自分自身の実力、立ち位

置も理解していなければならない。実現可能な目標を立てて

成功体験を積み上げていく。立ち位置が定まらないと、次の

目標を描くことはできない。本人が把握しているからこそ、

さらに半歩、半歩と歩みを進めることで成長を実感し、喜び

を感じることができる。 

（『人を育て 組織を鍛え 成功を呼び込む 勝利への哲学１５７』より）」 

『一年の計は元旦にあり』 


